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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　物品を照光するための照明システムであって、当該照明システムは、
　前記物品に向けて光を放出する照明デバイスであって、放出される光のスペクトルが制
御可能である、照明デバイスと、
　前記物品に関連付けられる検出区域内での物体の存在又は動きの検出に応答して前記照
明デバイスを制御する制御装置と
を備え、前記制御装置が、
　　前記検出区域内に物体の存在がない場合又は物体の動きがない場合に、第１のスペク
トルを有する光を放出するように前記照明デバイスを制御し、且つ
　　前記検出区域内での物体の存在又は物体の動きに応答して、第２のスペクトルを有す
る光を放出するように前記照明デバイスを制御し、
　前記第１のスペクトルを有する光が、少なくとも１つの波長間隔内で、前記第２のスペ
クトルを有する光よりも低いパワーを呈し、前記第１のスペクトルを有する光と前記第２
のスペクトルを有する光とが、前記物品の対応する照光レベルを提供する、照明システム
。
【請求項２】
　前記第１のスペクトルを有する光と前記第２のスペクトルを有する光とが、対応する相
関色温度を呈する、請求項１に記載の照明システム。
【請求項３】
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　前記第１のスペクトルを有する光と前記第２のスペクトルを有する光とが、黒体軌跡ま
での対応する距離を呈する、請求項１又は２に記載の照明システム。
【請求項４】
　前記第１のスペクトルを有する光が、前記第２のスペクトルを有する光よりも低い演色
評価数を呈する、請求項１乃至３の何れか一項に記載の照明システム。
【請求項５】
　前記第１のスペクトルが所定の第１のスペクトルであり、前記第２のスペクトルが所定
の第２のスペクトルであり、前記所定の第１及び第２のスペクトルが、同じ継続時間に関
して、前記所定の第１のスペクトルを有する光での前記物品の照光が、前記第２の所定の
スペクトルを有する光によって前記物品が照光された場合よりもわずかな前記物品の変色
をもたらすように予め決定される、請求項１乃至４の何れか一項に記載の照明システム。
【請求項６】
　前記第１のスペクトルが所定の第１のスペクトルであり、前記第２のスペクトルが所定
の第２のスペクトルであり、前記所定の第１及び第２のスペクトルが、少なくとも前記物
品が光を吸収する波長間隔内で、前記所定の第１のスペクトルを有する光が前記第２のス
ペクトルよりも低いパワーを呈するように予め決定される、請求項１乃至５の何れか一項
に記載の照明システム。
【請求項７】
　前記第１のスペクトルが、５５０ｎｍ～６００ｎｍの波長間隔内で前記第２のスペクト
ルよりも低いパワーを呈する、請求項１乃至６の何れか一項に記載の照明システム。
【請求項８】
　前記照明デバイスが複数の光源を備え、各光源が別の光源とは異なる色の光を放出し、
各光源の強度が前記制御装置によって独立して制御可能であり、前記照明デバイスが混合
光を放出する、請求項１乃至７の何れか一項に記載の照明システム。
【請求項９】
　前記照明デバイスが、少なくとも４つの光源を備える、請求項８に記載の照明システム
。
【請求項１０】
　前記照明デバイスが、赤色光源、緑色光源、青色光源、及びアンバー色光源を備える、
請求項１乃至９の何れか一項に記載の照明システム。
【請求項１１】
　前記アンバー色光源の出力パワーが、前記第１のスペクトルを有する光に関して、前記
第２のスペクトルを有する光に関する前記アンバー色光源の出力パワーと比較して低い、
請求項１０に記載の照明システム。
【請求項１２】
　前記物品に関連付けられる検出区域を画定し、且つ前記検出区域内での物体の存在又は
動きを検出する検出器を更に備える、請求項１乃至１１の何れか一項に記載の照明システ
ム。
【請求項１３】
　前記検出器が、検出された物体までの距離を決定し、前記制御装置が、決定された距離
に基づいて、前記第１のスペクトルを有する光と前記第２のスペクトルを有する光との間
の漸進的な移行を提供するように前記照明デバイスを制御する、請求項１２に記載の照明
システム。
【請求項１４】
　肉製品を照光するための請求項１乃至１３の何れか一項に記載の照明システムの使用。
【請求項１５】
　写真、文書、絵画、芸術品、布地、人工物、又は他の光感受性の物品等、光に敏感な物
品を照光するための請求項１乃至１３の何れか一項に記載の照明システムの使用。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明の概念は、物品を照光するための照明システムと、物品を照光するための照明シ
ステムの使用とに関する。
【背景技術】
【０００２】
　商店、ショッピングモール、食料品店、美術館、アートギャラリー、展示スペース、レ
ストラン等の様々な環境において、一般に、陳列される物品を、見る者又は顧客にできる
だけ魅力的に且つ好ましく見せる照明を提供することが望ましい。照明の手動操作を不要
にするために、環境内での人々の存在及び動きに基づいて環境内の照明のオン又はオフを
切り替えるための照明の自動制御を提供することが知られている。一例は、人が入ったと
きに空間内の室内照明又は物品の照明を自動的にオンに切り替えることである。しかし、
照明のそのような基本的な制御は、照明の十分な度合いの制御を常には提供せず、又は訪
問者（例えば商店の顧客又は美術館の来場者であり得る）にとって望ましいエクスペリエ
ンスを常には生み出さないことがある。更に、空間内で照明のオン及びオフを切り替える
ことは、隣接する空間内の人々にとって目障りとなり得る。また、例えば商店又は美術館
内の暗い空間は、入りづらく、従って人々を引き付けないことがある。従って、照明制御
の分野での改良の余地がある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　本発明者らは、物品の適切な照明によって物品の展示が改良され得るが、幾つかの物品
は、照光されたときにより急速に劣化し得る又は変色され得るという意味で、光に対する
感受性があり得ることを認識した。絵画であれ食品であれ、物品の変色は、できるだけ魅
力的に且つ好ましく物品を陳列するという全般的な望みに明らかに反する。更に、本発明
者らは、物品の近くに人々がいないときに照明を単にオフに切り替えることによって変色
を低減させることは、多くの状況では最適な解決策でないことを認識した。上述したよう
に、空間内で照明のオン及びオフを切り替えることは、隣接する空間内の人々にとって目
障りとなり得、また、例えば商店又は美術館内に暗い空間を生み出すこともあり、それに
より入りづらくなり得る。この洞察に基づいて、本発明の概念の全般的な目的は、陳列さ
れて照光される物品に対する悪影響を制限しながら、見る者にとってのエクスペリエンス
を改良する適応照明システムを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明の概念の第１の態様によれば、この目的及び他の目的は、物品を照光するための
照明システムであって、物品に向けて光を放出するように構成された照明デバイスであっ
て、放出される光のスペクトルが制御可能である、照明デバイスを備える照明システムに
よって達成される。照明システムは、物品に関連付けられる検出区域内での物体の存在又
は物体の動きの検出に応答して照明デバイスを制御するように構成された制御装置を更に
備える。制御装置は、検出区域内に物体の存在がない又は物体の動きがないことに応答し
て、第１のスペクトルを有する光を放出するように照明デバイスを制御し、且つ検出区域
内での物体の存在又は物体の動きに応答して、第２のスペクトルを有する光を放出するよ
うに照明デバイスを制御するように構成される。第１のスペクトルを有する光は、少なく
とも１つの波長間隔内で、第２のスペクトルを有する光よりも低いパワーを呈する。更に
、第１のスペクトルを有する光と第２のスペクトルを有する光とは、物品の対応する照光
レベルを提供する。
【０００５】
　それにより、物品は、物体、例えば物品を見ている可能性がある者が物品に近いか否か
に応じて、異なるスペクトルパワー分布を有する異なるスペクトルを有する光によって照
明され得る。光は、物体の存在又は動きに応じて単にオン又はオフに切り替えられるので
はなく、第１のスペクトルから第２のスペクトルに変えられる（これらのスペクトルは、
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対応する物品照光レベルを提供する）ため、この切替えは、検出区域内又はその付近の人
の気をなるべく散らさないようにし得る。実際、この切替えは、目に見えないことさえあ
り得る。更に、暗い空間が生じないようにされ得、見る者は物品に引き付けられ得る。更
に、第１のスペクトルが、少なくとも１つの波長間隔内で、第２のスペクトルよりも低い
パワーを呈することによって、物品は、見る者が検出区域内にいる（従って物品を入念に
見る可能性がより高い）ときには、物品の外観を良くする光で照光され、見る者が検出区
域外にいる（物品をよく見ることができる距離の外にいる）ときには、物品は、それほど
変色しない傾向がある光で照光されることを可能にする。ある距離から物品を見るとき、
物品の外観を良くする波長の使用は、物品の全体的な印象にはあまり重要でないことがあ
り、従って、あまり魅力的でない照光が許容され得る。
【０００６】
　物体は、検出区域内にいる、検出区域に入る、又は検出区域内で動く人であり得る。人
のタイプは、照明システムが使用される環境に依存し得る。人の非限定的な例は、食料品
店等の商店の顧客、又は美術館若しくはアートギャラリー等の来場者である。
【０００７】
　検出区域は、物品が配置される空間を含むように構成され得る。追加として又は代替と
して、検出区域は、物品に隣接する空間、物品の近くの空間、又は物品がそこから見られ
ることを意図される任意の空間を包含するように構成され得る。
【０００８】
　第１のスペクトルを有する光は、少なくとも１つの波長間隔内で、第２のスペクトルよ
りも低いパワーを呈し得、且つ少なくとも第２の波長間隔内で、第２のスペクトルよりも
高いパワーを呈し得、それにより、第１のスペクトルを有する光と第２のスペクトルを有
する光とは、物品の対応する照光レベルを提供する。
【０００９】
　第１のスペクトルを有する光と第２のスペクトルを有する光とは、対応する又は等しい
照度を提供し得る。第１のスペクトルを有する光と第２のスペクトルを有する光とは、対
応する又は等しい放射照度を提供し得る。
【００１０】
　照光されるべき物品は、光に敏感な物品、即ち光感受性の物品であり得る。物品は、可
視スペクトル内の光に対して感受性があり得る。物品は、例えば、写真、文書、絵画、芸
術品、布地、人工物、又は他の光感受性の物品であり得る。別の例によれば、物品は、農
産物、果物、野菜、又は肉製品等の食料品であり得る。本発明による照明システムは、有
利には、変色を制限しながら物品の魅力的な展示を提供するように、そのような物品を照
光するために使用される。
【００１１】
　一実施形態によれば、第１のスペクトルは所定の第１のスペクトルであり、及び第２の
スペクトルは所定の第２のスペクトルであり、所定の第１及び第２のスペクトルは、等し
い継続時間に関して、所定の第１のスペクトルを有する光での物品の照光が、所定の第２
のスペクトルを有する光によって物品が照光された場合よりもわずかな物品の変色をもた
らすように予め決定される。所与の物品（上で例示される任意の光に敏感な物品等）に関
して、特定の波長の光は、知覚される光の質に対してより強く寄与することがあり、従っ
て物品の魅力的な照光に寄与することがある。そのような光は、「より質の高い光」と称
され得る。一方、これらの波長の光は、物品の表面に入射するときに、物品を構成する材
料において物理的又は化学的反応を引き起こし、それにより物品の変色をもたらすことが
ある。この実施形態は、「より質の高い光」の使用を、見ている可能性がある者が検出区
域内にいて、質の高い展示が高く評価される状況に限定することを可能にする。見ている
可能性がある者が検出区域内にいないときには、あまり変色を引き起こさない光（例えば
「より質の低い光」）が使用され得る。
【００１２】
　照明システムの一実施形態によれば、第１のスペクトルが所定の第１のスペクトルであ
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り、及び第２のスペクトルが所定の第２のスペクトルであり、所定の第１及び第２のスペ
クトルは、少なくとも物品が光を吸収する波長間隔内で、所定の第１のスペクトルを有す
る光が第２のスペクトルよりも低いパワーを呈するように予め決定される。物品は、より
高い吸収度を有する１つ又は複数のピーク又は領域を含む吸収プロファイルを示し得る。
物品に関する吸収ピーク若しくは領域又はその付近の波長の光は、知覚される光の質に寄
与することがあり、従って更に物品の魅力的な照光に寄与することがある。一方、そのよ
うな波長の光は、定義により、物品によって他の波長の光よりも強く吸収され得、例えば
物理的又は化学的反応によって、物品を形成する材料の変化を引き起こし、それにより物
品の変色をもたらすことがある。この実施形態は、「より質の高い光」の使用を、見てい
る可能性がある者が検出区域内にいて、質の高い展示が有利である状況に限定することを
可能にする。見ている可能性がある者が検出区域内にいないときには、あまり変色を引き
起こさない「より質の低い光」が使用され得る。この実施形態は、写真、絵画、又は同様
の芸術品を照光するのに特に有利であり得る。芸術品は、顔料を含むことがあり、これら
の顔料は、顔料の色に近い又はその色での波長を含む光でより好ましく表現される。しか
しまた、そのような波長の光は、色顔料によって吸収され、それにより時間と共に顔料を
損傷し得る。
【００１３】
　一実施形態によれば、第１のスペクトルを有する光と第２のスペクトルを有する光とが
、対応する相関色温度を呈する。それにより、第１のスペクトルの光と第２のスペクトル
を有する光との間の変化は、検出区域に入る又は検出区域から出る人にあまり明確に見え
ないことがある。第１のスペクトルを有する光と第２のスペクトルを有する光との相関色
温度は、等しい又は少なくとも実質的に等しいことがある。第１のスペクトルの相関色温
度と第２のスペクトルの相関色温度との差は、５０Ｋ以下であり得る。
【００１４】
　一実施形態によれば、第１のスペクトルを有する光と第２のスペクトルを有する光とが
、黒体軌跡までの対応する距離を呈する。これに関連して、黒体軌跡は、黒体放射線又は
完全放射体軌跡を表すことがある。それにより、第１のスペクトルの光と第２のスペクト
ルの光との間の変化は、検出区域に入る又は検出区域から出る人にあまり明確に見えない
ことがある。この実施形態は、有利には前の実施形態と組み合わされ得、その場合、第１
のスペクトルを有する光と第２のスペクトルを有する光とが、対応する相関色温度と、黒
体軌跡までの対応する距離とを呈し得る。これは、第１のスペクトルと第２のスペクトル
との間の更に滑らかな移行を提供し得る。特定の実施形態では、第１のスペクトルを有す
る光と第２のスペクトルを有する光とに関する黒体軌跡までの距離は、等しい又は少なく
とも実質的に等しいことがある。特に、第１のスペクトルを有する光の色点と第２のスペ
クトルを有する光の色点とは、黒体軌跡上であり得る。
【００１５】
　一実施形態によれば、第１のスペクトルを有する光は、第２のスペクトルを有する光よ
りも低い演色評価数を呈する。より高い演色評価数の光は、定義により、より低い演色評
価数の光よりも高い質（より正確という意味において）での物品の色の演出を提供し得る
。しかし、より高い演色評価数を有する光は、より低い演色評価数の光よりも豊富なスペ
クトル成分を有し得、従って、前の説明に従って、物品の変色を速めることがある。この
実施形態に従って、より高い演色評価数とより低い演色評価数との間で変えることによっ
て、悪影響を減らしながら、より高い演色評価数の光の利益が享受され得る。
【００１６】
　一実施形態によれば、照明デバイスが複数の光源を備え、各光源が別の光源とは異なる
色の光を放出するように構成され、及び各光源の強度が制御装置によって独立して制御可
能であり、照明デバイスが混合光を放出するように構成される。複数の光源は、例えば、
複数の発光ダイオード（ＬＥＤ：light emitting diode）であり得る。ＬＥＤは、正確に
制御可能な光出力強度を有するコンパクトで電力効率の良い照明に適している。光源の絶
対及び／又は相対強度の適切な制御によって、適応可能なスペクトル、特に第１及び第２
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のスペクトルを有する光が生成され得る。
【００１７】
　一実施形態によれば、照明デバイスが、少なくとも４つの光源を備える。異なる色の光
をそれぞれ放出する４つの光源の使用は、本発明の概念に従ってスペクトル成分を変える
ことによって混合光のスペクトルを簡便に制御することを可能にし、その一方で、対応す
る又は等しいレベルの照光を維持する境界条件、更には上述した更なる境界条件の１つ又
は複数を満たし、例えば、第１のスペクトルから第２のスペクトルへの（若しくはその逆
の）切替え時に色温度若しくは黒体軌跡までの距離を維持するか、又は第１のスペクトル
から第２のスペクトルへの（若しくはその逆の）切替え時により低い演色評価数からより
高い演色評価数に演色評価数を変える。
【００１８】
　一実施形態によれば、照明デバイスは、赤色光源、緑色光源、青色光源、及びアンバー
色光源（ＲＧＢＡ）、例えば赤色ＬＥＤ、緑色ＬＥＤ、青色ＬＥＤ、及びアンバー色ＬＥ
Ｄを備える。光源のこの組合せは、第１のスペクトルと第２のスペクトルとの両方に関し
て、見る者によって白色光として知覚され得る混合光を提供するように簡便に制御され得
る。アンバー色光源の追加によって、第１のスペクトルの少なくとも１つの波長間隔内の
パワーの減少を、第２の波長間隔内のパワーを増加させることによって補償することが更
に可能になり、それにより、対応する照光レベルは、第１のスペクトルと第２のスペクト
ルとの間の切替え時に維持され得る。
【００１９】
　一実施形態によれば、照明システムは、物品に関連付けられる検出区域を画定し、且つ
検出区域内での物体の存在又は動きを検出するように構成された検出器を更に備える。検
出器は、検出された物体までの距離を決定するように構成され得、制御装置は、決定され
た距離に基づいて、第１のスペクトルを有する光と第２のスペクトルを有する光との間の
漸進的な移行を提供するように照明デバイスを制御するように構成され得る。それにより
、第１のスペクトルと第２のスペクトルとの間の変化は、実質的に目に見えないことがあ
る。決定される距離は、例えば照明システムが使用される環境に応じて、検出器と物体と
の間の距離、物品と物体との間の距離、又は所定の位置（物品又はその付近であり得る）
と物体との間の距離に関することがある。
【００２０】
　本発明の概念の開発中、本発明者らは、光に特に感受性がある物品の１つが肉、例えば
生肉、加工肉、及びスライスされた肉であることを認識した。例えば肉カウンタに陳列さ
れた肉製品は、しばらく経つと、潜在的な顧客にとって一般的に魅力的でなくなるように
変色されることがよくある。その結果、肉製品は処分されることがあり、これは、経済的
にも環境的にも無駄となる。本発明者らは、照明のスペクトルが、肉製品の変色の速度に
強く影響を与えることを認識した。肉製品を照光するための第１の態様の本発明による照
明システム、又はその照明システムの任意の上述した実施形態を使用することによって、
変色を制限しながら肉製品の展示を最適にすることが可能になる。従って、本発明の概念
の第２の態様によれば、肉製品を照光するための照明システムの使用であって、照明シス
テムが、物品に向けて光を放出するように構成された照明デバイスであって、放出される
混合光のスペクトルが制御可能である、照明デバイスと、物品に関連付けられる検出区域
内での物体の存在又は動きの検出に応答して照明デバイスを制御するように構成された制
御装置とを備える、照明システムの使用が提供される。更に、制御装置は、検出区域内に
物体の存在がない又は物体の動きがないことに応答して、第１のスペクトルを有する光を
放出するように照明デバイスを制御し、且つ検出区域内での物体の存在又は物体の動きに
応答して、第２のスペクトルを有する光を放出するように照明デバイスを制御するように
構成される。第１のスペクトルは、少なくとも１つの波長間隔内で、第２のスペクトルよ
りも低いパワーを呈するように構成される。更に、第１のスペクトルを有する光と第２の
スペクトルを有する光とは、肉製品の対応する照光レベルを提供するように構成される。
【００２１】
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　上の説明に従って、第１のスペクトルが、少なくとも１つの波長間隔内で第２のスペク
トルよりも低いパワーを呈することによって、見る者が検出区域内（例えば食料品店又は
デリカテッセンでの肉カウンタの近く）にいて、従って肉製品を入念に見る可能性がより
高いときには、肉製品の望ましい演出を提供する波長での肉製品の照光が可能にされる。
一方、見る者が肉製品をよく見ることができる距離の外にいるとき、物品の外観を良くす
る波長の使用は、物品の全体的な印象にあまり重要でないことがあり、従って、物品の外
観を良くするが物品を変色する傾向がある波長はなくされ得るか、又は少なくとも知覚で
きない程に多少減少され得る。特に、光をオフに切り替えること又は光の強度を減少する
ことに依拠せずに、変色が制限され得る。その結果、肉製品の変色を制限しながら、ある
距離から及び至近距離から肉を見る顧客を引き付けるように肉が照光され得る。
【００２２】
　第１の態様に関連して開示される利点、詳細、及び実施形態は、第２の態様にも適用可
能であり、従って上の説明が参照される。第１の態様と第２の態様との両方に適用可能な
追加の実施形態を以下に述べる。
【００２３】
　第１又は第２の態様の一実施形態によれば、第１のスペクトルを有する光が、５５０ｎ
ｍ～６００ｎｍの波長間隔内で、第２のスペクトルを有する光よりも低いパワーを呈する
。肉製品の変色の系統的研究に従って、上述した５５０ｎｍ～６００ｎｍの間隔での波長
は、他の波長よりも急速に肉を変色し得ると結論付けられた。従って、この実施形態は、
見ている可能性がある者又は潜在的な顧客が肉製品を入念に見るために近くにいないとき
に、強く変色を引き起こす波長をなくすことを可能にする。特定の実施形態では、第１の
スペクトルは、５５０ｎｍ～６００ｎｍの前記波長間隔内でゼロ又は実質的にゼロのパワ
ーを有する。第２のスペクトルを有する光は、前記波長間隔内で非ゼロのパワーを呈し得
る。
【００２４】
　第１又は第２の態様の一実施形態によれば、照明デバイスは、（例えば、赤色ＬＥＤ、
緑色ＬＥＤ、青色ＬＥＤ、及びアンバー色ＬＥＤの形態での）赤色光源、緑色光源、青色
光源、アンバー色光源を備え、アンバー色光源の出力パワーは、第１のスペクトルを有す
る光に関して、第２のスペクトルを有する光に関するアンバー色光源の出力パワーと比較
して低い。これは、アンバー色光源の強度を減少させることによって肉の変色を制限する
単純な態様を提供する。
【００２５】
　本発明の概念の第３の態様によれば、光に敏感な物品を照光するための照明システムの
使用であって、照明システムが、物品に向けて光を放出するように構成された照明デバイ
スであって、放出される光のスペクトルが制御可能である、照明デバイスと、物品に関連
付けられる検出区域内での物体の存在又は動きの検出に応答して照明デバイスを制御する
ように構成された制御装置とを備える、照明システムの使用が提供される。制御装置は、
検出区域内に物体の存在がない又は物体の動きがないことに応答して、第１のスペクトル
を有する光を放出するように照明デバイスを制御し、且つ検出区域内での物体の存在又は
物体の動きに応答して、第２のスペクトルを有する光を放出するように照明デバイスを制
御するように構成される。第１のスペクトルは、少なくとも１つの波長間隔内で、第２の
スペクトルよりも低いパワーを呈するように構成され、第１のスペクトルを有する光と第
２のスペクトルを有する光とは、対応する物品照光レベルを提供するように構成される。
【００２６】
　上述したように、光に敏感な物品は、写真、文書、絵画、芸術品、布地、人工物、又は
他の光感受性の物品の任意の１つであり得る。第１及び第２の態様に関連して開示される
利点、詳細、及び実施形態の任意のものが、第３の態様にも適用可能であり、同じ又は対
応する利点を提供する。従って、それらについては繰り返さず、上の説明を参照する。
【００２７】
　本発明の概念の更なる特徴及び利点は、添付の特許請求の範囲及び以下の説明を検討す
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れば明らかになるであろう。本発明の概念の範囲から逸脱することなく、以下に述べるも
の以外の実施形態を形成するために本発明の概念の様々な特徴が複合され得ることを当業
者は理解されよう。
【００２８】
　次に、本発明の概念のこれら及び他の態様を、本発明の実施形態を示す添付図面を参照
してより詳細に述べる。図面中、同様の参照符号は、全体を通して同様の要素を表す。
【図面の簡単な説明】
【００２９】
【図１】一実施形態による照明システムを概略的に示す。
【図２】一実施形態による方法を示す。
【図３】従来の照明システムと、本発明の概念の一実施形態による照明システムとに関し
て、特定のタイプの肉の変色を比較するテスト結果を示す。
【図４】更なる実施形態による照明システムを概略的に示す。
【図５】見る者の位置の関数として照光パターンを概略的に示す。
【図６】見る者の位置の関数として照光パターンを概略的に示す。
【発明を実施するための形態】
【００３０】
　次に、本明細書では以後、添付図面を参照して本発明をより詳細に述べる。添付図面に
は、本発明の概念の現在好ましい実施形態が示されている。しかし、本発明は、多くの異
なる形態で具現化され得、本明細書に記載される実施形態に限定されるものと解釈される
べきでない。これらの実施形態は、完全性及び完璧性のために提供され、本発明の範囲を
当業者に完全に伝える。
【００３１】
　図１は、本発明の概念の一態様による照明システム１００を概略的に示す。システム１
００は、照明デバイス１０２を備える。図１において、物品１１２に向けて放出される光
ビーム１０３によって概略的に示されるように、照明デバイス１０２は、物品に向けて複
数の色を含む混合光を放出するように構成される。物品１１２は、写真、文書、絵画、芸
術品、布地、又は人工物であり得る。別の例によれば、物品は、農産物、果物、野菜、又
は肉製品等の食料品であり得る。本発明による照明システムは、物品の変色を制限しなが
ら物品の魅力的な展示を可能にするため、光に敏感な物品、即ち光感受性の物品を照光す
るために使用するのに特に有利である。以下では「物品」を参照するが、照明デバイス１
０２によって照光される空間内にそのような物品が複数提供され得ることを理解されたい
。
【００３２】
　以下に詳細に述べるように、放出される光１０３のスペクトルは制御可能である。照明
デバイス１０２は、複数の光源を備え得る。照明デバイス１０２は、発光ダイオード（Ｌ
ＥＤ）等、複数の固体光源を備え得る。ＬＥＤは、有機ＬＥＤ又は無機ＬＥＤであり得る
。照明デバイス１０２の各光源は、照明デバイス１０２の他の光源とは異なる色の光を放
出するように構成され得る。従って、各光源は、異なるスペクトル、即ち異なる波長間隔
（部分的に重なっていても重なっていなくてもよい）内の光を放出し得、照明デバイス１
０２は、混合光を放出するように構成される。幾つかの実施形態によれば、照明デバイス
１０２は、赤色ＬＥＤ、緑色ＬＥＤ、及び青色ＬＥＤ（ＲＧＢ光放出器）を備え得る。幾
つかの実施形態によれば、照明デバイス１０２は、赤色ＬＥＤ、緑色ＬＥＤ、青色ＬＥＤ
、及びアンバー色ＬＥＤ（ＲＧＢＡ光放出器）を備え得る。更に、照明デバイス１０２は
、各光源の強度の独立制御を可能にするように構成され得る。
【００３３】
　システム１００は、更に制御装置１０４を備える。制御装置１０４は、照明デバイス１
０２の光出力を制御するように構成される。より具体的には、制御装置１０４は、以下に
詳細に述べるように、物品１１２に関連付けられる検出区域内での物体の存在又は動きの
検出に応答して照明デバイス１０２を制御するように構成される。制御装置１０４の動作
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は、マイクロプロセッサ、マイクロコントローラ、プログラマブルデジタル信号処理装置
、又は別のプログラマブルデバイスを使用して実施され得る。更に、又は代わりに、制御
装置１０４は、特定用途向け集積回路、プログラマブルゲートアレイ若しくはプログラマ
ブルアレイ論理、又はプログラマブルデバイス、例えばマイクロプロセッサ、マイクロコ
ントローラ、若しくはプログラマブルデジタル信号処理装置（上述）を含むこともある。
プロセッサは、更に、プログラマブルデバイスの動作を制御するコンピュータ実行可能コ
ードを含むこともある。制御装置１０４は、有線又は無線接続を介して照明デバイス１０
２に制御信号を提供し得る。制御装置１０４は、照明デバイス１０２に適切な制御信号を
提供することによって、放出される光のスペクトルを制御し得る。複数の光源を備える照
明デバイス１０２の場合、制御装置１０４は、照明デバイス１０２に多成分制御信号を提
供し得、各成分が、それぞれの光源に関する強度レベルを示す。ＲＧＢ光放出器では、制
御信号は、各チャネル、即ち赤色ＬＥＤ、青色ＬＥＤ、及び緑色ＬＥＤに関する強度レベ
ルを示し得る。ＲＧＡ光放出器では、制御信号は、各チャネル、即ち赤色ＬＥＤ、青色Ｌ
ＥＤ、緑色ＬＥＤ、及びアンバー色ＬＥＤに関する強度レベルを示し得る。
【００３４】
　システム１００は、更に、検出区域１０８を画定する検出器１０６を備える。検出器１
０６は、検出区域１０８内での人１１０等の物体の存在又は動きを検出するように構成さ
れる。検出器１０６は、検出区域１０８内の赤外放射を検知し、検出区域１０８内での赤
外放射の変化を検知することによって物体１１０又はその動きを検出し得る。検出器１０
６は、検出区域１０８の画像を捕捉するカメラを含み、捕捉された連続する画像を比較す
ることによって、検出区域１０８内での物体１１０又はその動きを検出し得る。検出器１
０６は、地面又は地中に配置されたスイッチ又は圧力センサを含み得、それにより、検出
区域１０８に入る人がスイッチ又は圧力センサを作動させ、検出器１０６は、検出区域１
０８内に人が存在する又は検出区域１０８内で人が動いていると判断し得る。検出器の更
なる非限定的な例は、人１１０によって携帯されるモバイルデバイスからのBluetooth（
登録商標）信号等の高周波信号、又はスーパーマッケットで一般に使用されるハンドヘル
ドスキャナからの信号を検出している。検出は音ベースであり得、人１１０の存在は、検
出区域１０８内からの音又は所定の閾値を超える音（声や衝撃音等）を検出することによ
って検出され得る。検出器１０６は、有線又は無線接続を介して制御装置１０４に検出信
号を提供し得る。例えば、検出器１０６は、検出区域１０８内の物体１１０又は物体１１
０の動きの検出に応答して、第１の信号を制御装置１０４に出力するように構成され得る
。更に、検出器１０６は、検出区域１０８内に任意の物体又はその動きがないときに、第
１の信号とは異なる第２の信号を制御装置１０４に出力するように構成され得る。制御装
置１０４は、検出区域１０８内に物体の存在がない又は物体の動きがないことに応答して
、第１のスペクトルを有する光１０３を物品１１２に向けて放出するように照明デバイス
１０２を制御するように構成される。更に、制御装置１０４は、検出区域１０８内での物
体１１０の存在又は物体１１０の動きに応答して、第２のスペクトルを有する光１０３を
物品１１２に向けて放出するように照明デバイス１０２を制御するように構成される。
【００３５】
　本発明の概念によれば、第１のスペクトルを有する光は、少なくとも１つの波長間隔内
で、その少なくとも１つの波長間隔内での第２のスペクトルよりも低いパワーを呈する。
即ち、第１のスペクトルを有する光は、第１のスペクトルパワー分布を示し、第２のスペ
クトルを有する光は、第１のスペクトルパワー分布とは異なる第２のスペクトルパワー分
布を示す。更に、第１のスペクトルを有する光は、少なくとも第２の波長間隔内で、第２
のスペクトルよりも高いパワーを呈し得、それにより、第１のスペクトルを有する光と第
２のスペクトルを有する光とは、物品１１２の対応する照光レベルを提供する。幾つかの
実施形態によれば、第１のスペクトルを有する光と第２のスペクトルを有する光とは、（
例えばルクス単位で測定される）対応する照度レベルを提供し得る。幾つかの実施形態に
よれば、第１のスペクトルを有する光と第２のスペクトルを有する光とは、（例えばＷ／
ｍ２で測定される）対応する放射照度レベルを提供し得る。有利には、第１のスペクトル
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を有する光と第２のスペクトルを有する光との照光レベル、照度、又は放射照度は、同一
又は等しいことができる。しかし、幾つかの実施形態によれば、第１のスペクトルと第２
のスペクトルとの間の切替えが、検出区域１０８に入る人にとって目障りとなる又は目に
見える光レベルの変化を生み出さないという意味で、第１のスペクトルを有する光と第２
のスペクトルを有する光との照光レベル、照度、又は放射照度が互いに十分に対応すれば
十分であり得る。更に、光の第１のスペクトルと第２のスペクトルとは、様々な環境に従
って、様々な用途に従って、又は様々なタイプの物品に関して適合され得る。
【００３６】
　一実施形態によれば、第１のスペクトルは所定の第１のスペクトルであり、及び第２の
スペクトルは所定の第２のスペクトルであり、所定の第１のスペクトルと所定の第２のス
ペクトルとは、同一の即ち等しい継続時間に関して、所定の第１のスペクトルを有する光
による物品１１２の照光が、所定の第２のスペクトルを有する光によって物品１１２が照
光された場合よりもわずかな物品１１２の変色をもたらすように予め決定される。従って
、見る者１１０が検出区域１０８内に存在していないときには、第１のスペクトルにおい
て、物品１１２の変色を速めることが知られている波長が省かれ得る。逆に、見る者１１
０が検出区域１０８内に存在するときには、第２のスペクトルにおいて、これらの波長が
存在し得る。物品１１２が光感受性を有する波長が、物品１１２の魅力的な展示に寄与す
る場合、その波長を含むことが望ましいことがある。変色を速める波長間隔は、例えば、
同じタイプの幾つかの異なる物品を、異なる波長であって同一のパワーの光にさらし、そ
れらの異なる物品の外観の変色を比較することによって確立され得る。最も強い変色を引
き起こす波長は、第１のスペクトルにおいて省かれ得るか、又は少なくとも制限され得る
。
【００３７】
　幾つかのタイプの物品に関しては、より短い波長（例えば４３０ｎｍ未満の波長等）が
、光に敏感な人工物を損傷して変色をもたらし得る反応を引き起こす可能性がより高いこ
とがある。従って、第１のスペクトルは、より短波長の間隔においては、（変色のリスク
を低減するために）第２のスペクトルと比較して低いパワーを呈し、より長波長の間隔に
おいては、（対応する照光レベルを維持するために）第２のスペクトルと比較して高いパ
ワーを呈するように構成又は予め決定され得る。当業者に知られているように、人の眼は
、波長が４００ｎｍに近付くにつれて感度が低くなっていく。従って、例えば４１０、４
２０、又は４３０ｎｍ未満のより低い又はゼロのパワーを呈するように第１のスペクトル
を構成することが、幾つかの光に敏感な人工物の変色を低減し得る。
【００３８】
　第１のスペクトルは、物品１１２が光を吸収する１つ又は複数の波長間隔（「吸収波長
間隔」）内で、第２のスペクトルと比較して低いパワーを呈するように構成又は予め決定
され得る。第１のスペクトルと第２のスペクトルとに関する対応する照光レベルを維持す
るために、第１のスペクトルは、「吸収波長間隔」以外の１つ又は複数の他の波長間隔内
で、第２のスペクトルと比較して高いパワーを呈するように構成され得る。これらの１つ
又は複数の波長間隔は、有利には、「吸収波長間隔」と比較して低い吸収度を物品１１２
が示す波長間隔である。例えば、特定の色の光を強く吸収する顔料を含む絵画を照光する
場合、その特定の色及びそれに近い色は、第１のスペクトルにおいては、変色を速めるリ
スクを低減するためになくされ得るが、第２のスペクトルにおいては、絵画の質の高い演
出を提供するために含まれ得る。
【００３９】
　幾つかの用途では、第１及び第２のスペクトルに対して更なる要件、即ち境界条件を課
すことが有利であり得る。特に、スペクトル間の変化が、検出区域１０８に入る／検出区
域１０８から出る人々（即ち物体１１０）、及び検出区域１０８の外から物品１１２の方
を見る人々の目にはなるべく見えないように、第１及び第２のスペクトルを構成すること
が有利であり得る。有利には、スペクトルに対する以下の追加の要件が、物品１１２の変
色を制限することを目的として上述の実施形態と組み合わされ得る。
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【００４０】
　１つの境界条件によれば、第１のスペクトルを有する光と第２のスペクトルを有する光
とは、対応する又は実質的に等しい相関色温度を呈し得る。それにより、第１のスペクト
ルの光と第２のスペクトルを有する光との間の変化は、あまり明確に見えないことがある
。例えば、第１のスペクトルと第２のスペクトルとは、第１のスペクトルを有する光の色
温度と第２のスペクトルを有する光の色温度とが、所与の色度空間において一定の相関色
温度の同じ線上にあるように構成され得る。
【００４１】
　追加又は代替の境界条件によれば、第１のスペクトルを有する光と第２のスペクトルを
有する光とが、黒体軌跡（即ち黒体放射線又は完全放射体軌跡）までの対応する距離を呈
することがある。特に、第１のスペクトルを有する光と第２のスペクトルを有する光との
黒体軌跡までの距離（ゼロであり得る）は、等しい又は少なくとも実質的に等しいことが
ある。特に、第１のスペクトルを有する光の色点と第２のスペクトルを有する光の色点と
は、黒体軌跡上にあり得る。光の色点と黒体軌跡との間の距離は、所与の色度空間内で適
切なノルム（例えばユークリッドノルム）を使用して計算され得る。
【００４２】
　追加又は代替の境界条件によれば、第１のスペクトルを有する光は、第２のスペクトル
を有する光よりも低い演色評価数（ＣＲＩ：color rendering index）を呈する。それに
より、見る者が検出区域１０８内にいないときには、より低いＣＲＩの光が使用され得、
ここで、より低いスペクトル成分の光は、物品１１２の変色を制限し得る。逆に、見る者
１１０が検出区域１０８内にいるときには、より高いＣＲＩの光が使用され得、ここで、
より大きいスペクトル成分は、物品１１２の展示を改良し得る。
【００４３】
　上では、色度空間を参照してきた。当業者によく知られているように、幾つかの色度空
間があり、上記の境界条件は、特定の色度空間に限定されず、一般的な適用性を提供する
。
【００４４】
　上で論じたように、本発明の概念による照明システムは、肉製品を照光するのに適して
いる。異なる照明での肉の変色の系統的研究に従って、本発明者らは、肉が、５５０ｎｍ
～６００ｎｍの間隔での波長に特に感受性があり得ることを認識した。図３は、５００ｌ
×での従来の白色高圧ナトリウムランプによって照光されたとき（棒グラフＡ）と、５０
０ｌ×であり、５５０ｎｍ～６００ｎｍの波長間隔内でナトリウムランプよりも低いパワ
ーを有するスペクトルを有する光によって照光されたとき（棒グラフＢ）との、スライス
されたレバーソーセージの変色の比較を目的としたテストの結果を示す。異なる継続時間
にわたって異なる光源で照光されたスライスされた肉の幾つかのサンプルを被験者グルー
プに見せた。被験者に、受け入れられないと感じた変色レベルを尋ねた。被験者の５０％
が変色を受け入れられないものと見なした変色レベルを基準点として定めた。グラフは、
それぞれのスペクトルによって、受け入れられない変色レベルに達するまでにかかる時間
を示す。図３に示されるように、上述した５５０ｎｍ～６００ｎｍの波長間隔内でより低
いパワーを呈する照明は、時間の面で、従来の照明に対して約１６％の改良を示した。５
５０ｎｍ～６００ｎｍの波長間隔内で更に低いパワーを用いると、より大きい改良が実現
され得る。
【００４５】
　従って、肉製品を照光するために照明システム１００が使用される一実施形態が提供さ
れる。肉は、生肉、スライスされた肉、スライスされていない肉、又はひき肉であり得る
。肉は、レッドミートであり得る。この実施形態によれば、制御装置１０４は、検出区域
１０８内に物体１１０又は物体１１０の動きがないことに応答して、第１のスペクトルを
有する光１０３を放出するように照明デバイス１０２を制御するように構成される。更に
、制御装置１０４は、検出区域１０８内での物体１１０の存在又は物体１１０の動きに応
答して、第２のスペクトルを有する光１０３を放出するように照明デバイス１０２を制御
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するように構成される。更に、第１のスペクトルは、５００ｎｍ～６００ｎｍの波長間隔
内で、第２のスペクトルよりも低いパワーを呈する。第１のスペクトルの光は、この波長
間隔内でゼロ又は無視できるパワーを有し得る。代替として、第１のスペクトルの光は、
少なくとも、この波長間隔内で、第２のスペクトルの光と比較して減少されたパワーを呈
することがある。第２のスペクトルの光は、５５０ｎｍ～６００ｎｍの波長間隔内の波長
を含んでいても含んでいなくてもよい。これは、５５０～６００ｎｍの間の波長の光が肉
１１２の望ましい展示に寄与するか否かに応じて決まることがある。第１のスペクトル及
び第２のスペクトルの光の色温度は、２２００～４０００Ｋであり得る。これは、検出区
域１０８の外から見たときにも中から見たときにも魅力的な肉１１２の展示をもたらし得
る。有利には、色温度、黒体軌跡までの距離、又は異なるＣＲＩに関する上記の追加の境
界条件が、肉を照明する実施形態に適用され得る。上述したように、照明デバイス１０２
は、独立して制御可能な強度を有する異なる色の複数の光源を備え得る。照明デバイス１
０２は、例えばＲＧＢＡ光源を含み得る。検出区域１０８内に物体１１０又は物体１１０
の動きがないことに応答して、制御装置１０４は、ＲＧＢＡ　ＬＥＤの相対強度を変え、
それにより、放出される光のスペクトルを変えるように照明デバイス１０２を制御し得る
。例えば、アンバー色ＬＥＤのパワーは、第１のスペクトルを有する光に関して、第２の
スペクトルを有する光よりも低いことができる。
【００４６】
　次に、図１及び図２を参照して、物品１１２を照光するための照明システム１００の使
用に関する方法２００を述べる。ここでは、照明デバイス１０２が、第１のスペクトルを
有する光１０３を最初に放出すると仮定する。検出器１０６は、物体１１０又はその動き
を検出するための検出区域１０８を監視する（ステップ２０２）。検出区域１０８内で物
体又は動きが検出されない場合、制御装置１０４は、第１のスペクトルを有する光１０３
を（引き続き）放出するように照明デバイス１０２を制御する（ステップ２０４）。検出
区域１０８内で物体１１０又はその動きが検出された場合、制御装置１０４は、第２のス
ペクトルを有する光１０３に光出力を変えるように照明デバイス１０２を制御する（ステ
ップ２０６）。制御装置１０４は、検出区域１０８内に物体１１０が存在しなくなったと
検出器１０６が判断するまで、第２のスペクトルを有する光１０３を放出するように照明
デバイス１０２を引き続き制御するように構成され得る。検出区域１０８内に物体１１０
が存在しなくなったと検出器１０６が判断すると、制御装置１０４は、第１のスペクトル
を有する光１０３の放出に戻るように照明デバイス１０２を制御することがある（ステッ
プ２０４）。
【００４７】
　任意選択的に、検出器１０６は、検出区域１０８内の物体１１０までの距離を決定する
ように構成され得る。例えば、検出器１０６は、検出区域１０８の画像を捕捉するカメラ
を含み、当技術分野で知られている任意の適切な画像解析アルゴリズムを使用して検出区
域１０８内の物体１１０の位置を決定し得る。別の例によれば、検出器１０６は、人によ
って携帯されるモバイルデバイスから、又は（スーパーマーケットで一般に使用される）
ハンドヘルドスキャナからの高周波信号（Bluetooth（登録商標）信号等）を受信するよ
うに構成された３つ以上の検出器サブユニットを含み得る。次いで、検出器サブユニット
で受信された信号から、例えば三角測量を使用して、検出区域内の高周波信号源の位置が
計算され得る。何れの例でも、決定された位置は、その後、検出器１０６によって、検出
器１０６と物体１１０との間の距離、物品１１２と物体１１０との間の距離、又は任意の
所定の位置（物品１１２又はその付近であり得る）と物体１１０との間の距離を示す値に
変換され得る。検出器１０６は、決定された制御装置１０４までの距離を示す信号を提供
し得る。検出器１０６は、物体１１０までの距離を繰り返し決定し、決定された制御装置
１０４までの距離を繰り返し提供するように構成され得る。代替として、検出器１０６は
、距離の変化に応答して、物体１１０までの距離を決定し、決定された制御装置１０４ま
での距離を提供するように構成され得る。幾つかの物体１１０、例えば数人が検出区域内
に存在する場合、検出器１０６は、物品１１２に最も近い物体１１０までの距離を提供し
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得る。制御装置１０４は、決定された検出器１０６からの距離の受信に応答して、その決
定された距離に基づいて、第１のスペクトルを有する光と第２のスペクトルを有する光と
の間の漸進的な移行を提供するように照明デバイス１０２を制御し得る。漸進的な移行は
、段階的でも連続的でもよい。例えば、１つ又は複数の中間スペクトルが定義され得、こ
れらの中間スペクトルは、所定の第１のスペクトルと所定の第２のスペクトルとの中間に
あり、それにより、第１のスペクトルと第２のスペクトルとの間の段階的な移行を提供し
得る。例えば、制御装置１０４は、決定された距離が第１の閾値距離を超える場合（例え
ば５メートルであり、見る者が物品１１２から離れている）には、所定の第１のスペクト
ルの光を放出し；決定された距離が第１の閾値距離と第２の閾値距離との間にある場合（
例えば５メートル未満であるが３メートルを超え、見る者が物品１１２により近い）には
、第１の中間スペクトルの光を放出し；決定された距離が第２の閾値距離と第３の閾値距
離との間にある場合（例えば３メートル未満であるが２メートルを超え、見る者が物品１
１２に更に近い）には、第２の中間スペクトルの光を放出し；決定された距離が第３の閾
値距離未満である場合（例えば２メートルであり、見る者が物品１１２を入念に見ること
ができる）には、所定の第２の中間スペクトルの光を放出するように、照明デバイス１０
２を制御するように構成され得る。独立して制御可能な複数の光源を備える照明デバイス
１０２の場合、制御装置１０４は、各光源に関する強度レベルを示す制御信号を照明デバ
イス１０２に提供し得る。各強度レベルは、決定される距離の関数であり得る。この関数
は、例えば、光源に関する最大強度と最小強度との間で、決定された距離と共に線形に変
化する関数であり得、その強度は、他の光源の最小及び最大強度と組み合わさって、所定
の第１及び第２のスペクトルをもたらす。この関数は、決定された距離が所定の距離を超
える（人１１０が離れるときであり、例えば５メートル）とき、及び別の所定の距離未満
になる（人が近いときであり、例えば１メートル）ときには横ばいになる（即ち導関数が
ゼロになる）ように定義され得る。
【００４８】
　本発明が上述の好ましい実施形態に限定されないことを当業者は理解されよう。逆に、
多くの修正形態及び変形形態が、添付の特許請求の範囲の範囲内で可能である。例えば、
制御装置１０４及び検出器１０６は、照明デバイス１０２とは別個の実体として例示され
ているが、照明デバイス１０２内に含まれ得ることが企図される。例えば、照明デバイス
１０２、制御装置１０４、及び検出器１０６の２つ以上が、共通のユニット又は筐体内に
配置され得る。
【００４９】
　更に、上の言及では様々なタイプの光に敏感な物品を参照してきたが、本発明の概念に
よる照明システムは、より一般的な適用性も提供し、物品での又は空間内での人の存在又
は動きに応じた異なるスペクトルの光での照光が有利となり得る任意の物品又は空間の照
光に使用され得る。
【００５０】
　本発明の概念による照明システムは、物品が陳列され得る商店、ショッピングモール、
食料品店、美術館、アートギャラリー、展示スペース、又は他の空間内に配置され得る。
照明システムは、照明システムが配置される環境内の既存の従来の照明（周囲又は背景照
明等を提供する）に対する補完として提供され得る。また、本発明の概念による複数の照
明システムが、環境内の全照明の代わりとなるように構成され得ることも企図される。例
えば、環境内の隣り合う空間内の物品を照明するために、照明システム１００と同様の複
数の照明システムが提供され得る。それにより、連続的に照明される環境が提供され得、
ここで、各空間内の物品は、見る者が空間内にいるときには、物品の外観を良くする光で
照光され得、見る者が検出区域外にいるときには、物品の変色を制限する光で照光され得
る。
【００５１】
　第２の独立した発明概念と見なされ得る一態様によれば、物品を照光するための照明シ
ステムであって、物品に向けて光を放出するように構成された照明デバイスを備える照明
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システムが提供される。照明システムは、更に、照明デバイスを制御するように構成され
た制御装置と、検出区域を画定し、検出区域内の物体の位置を表す位置データを決定する
ように構成された検出器とを備える。制御装置は、更に、前記位置データに基づいて照明
デバイスに関する照光レベルパラメータを決定するように構成される。それにより、物品
に対する照光レベルは、物体（物品を見ている可能性がある者であり得る）の位置に応じ
て変えられ得る。それにより、光に敏感な物品に関連して、照光レベルは、見る者が近く
にいないときには物品の変色を制限し、見る者が近くにいるときには見る者の位置に基づ
いて照光レベルを最適化するように制御され得ることが理解されよう。位置に基づいて照
光レベルを決定することによって、徐々に変化する照光レベルを提供することが可能にな
り、これは、近くにいる又は検出区域内の人々の気をなるべく散らさないようにする。
【００５２】
　照光レベルパラメータは、照明デバイスに関する照光レベルを示し得る。制御装置は、
更に、前記決定された照光レベルパラメータに従って光を放出するように照明デバイスを
制御し得、ここで、照明デバイスは、照光レベルパラメータによって示される照光レベル
で光を放出し得る。照光レベルパラメータは、例えば、照明デバイスに関する出力強度又
は出力パワーを有し得る。照明デバイスは、１つ又は複数の光放出器を含み得、ここで、
制御装置は、前記光放出器それぞれに関する照光レベルパラメータを決定し得る。
【００５３】
　一実施形態によれば、検出器は、検出区域内の物体の位置を表す座標の対を決定するよ
うに構成される。座標の対は、第１の座標と第２の座標とを含み得る。制御装置は、座標
の対の関数として、即ち第１の座標と第２の座標との関数として照光レベルパラメータを
決定し得る。座標の対は、デカルト座標であり得る。しかし、座標の対は、極座標であり
得る。原点又は極は、例えば、物品、照明デバイス、又は幾つかの他の任意に選択される
固定位置に位置決めされ得る。
【００５４】
　一実施形態によれば、第１の座標は、第１の方向又は第１の座標軸に沿った物体の位置
を示し、第２の座標は、第２の方向又は第２の座標軸に沿った物体の位置を示す。第１の
方向／座標軸と第２の方向／座標軸とは垂直であり得る。
【００５５】
　一実施形態によれば、制御装置は、位置データの関数として照光レベルパラメータを決
定するように構成される。この関数は、第１の座標の第１の値範囲に関しては第１の座標
の関数として単調増加し、第１の座標の第２の値範囲に関しては第１の座標の関数として
単調減少する照光レベルパラメータを提供するように構成され得る。より具体的には、こ
の関数は更に、第２の座標の固定値に関して、第１の座標の第１の値範囲に関しては第１
の座標の関数として単調増加し、第１の座標の第２の値範囲に関しては第１の座標の関数
として単調減少する照光レベルパラメータを提供するように構成され得る。この関数は更
に、第２の座標の第３の値範囲に関しては、第２の座標の関数として単調増加又は減少す
る照光レベルパラメータを提供するように構成され得る。それにより、光源によって提供
される照光レベルは、検出区域内の物体、例えば見る者の位置に応じて変えられ得る。
【００５６】
　照明システムの使用時、座標系は、例えば原点が照光されるべき物品と一致するように
定義され得、ここで、第１の座標は、第１の方向又は第１の座標軸に沿った物体と物品と
の間の距離を示し、第２の座標は、第２の方向又は第２の座標軸に沿った物体と物品との
間の距離を示す。第２の方向又は第２の座標軸は、物品を見ている可能性がある者が物品
に一般的に接近する方向に対応し得る。第１の方向又は第１の座標軸は、第２の方向に垂
直な方向に対応し得る。絵画を支持する壁の場合、第２の方向は、壁の水平方向広がりに
垂直であり得、第１の方向は、壁に沿って延び得る。物品を陳列するカウンタ（例えば食
料品店又はデリカテッセンでの肉カウンタ等）の場合、第１の方向は、カウンタの長さに
沿って延び得、第２の方向は、第１の方向に垂直な方向に、従ってカウンタから離れるよ
うに延び得る。これらの例示的な使用法に関して、上述した第２の座標の第３の値範囲は
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、例えば、壁又はカウンタからのある範囲の距離（例えば、２～５メートル等、８メート
ルよりも近い）を表し得る。上述した第１の座標の第１の値範囲は、例えば、第２の座標
軸の第１の側での第２の座標軸からの距離範囲を表すことがあり、上述した第１の座標の
第２の値範囲は、例えば、前記第１の側とは逆の第２の座標軸の第２の側での第２の座標
軸からの距離範囲（例えば±２メートル）を表すことがある。
【００５７】
　更に、この関数は、第１の座標の第４の値範囲と第２の座標の第５の値範囲とに関して
一定である照光レベルパラメータを提供するように構成され得る。これは、一定の照光レ
ベルの区域を確立することを可能にする。上述した例を参照すると、この区域は、例えば
、壁又はカウンタから０メートル～２メートルに延び、且つ絵画から壁に沿って又は所定
の位置からカウンタに沿って１メートル以内に延びるように定義され得る。上記の幾つか
の例は、理解を容易にするために提供されているに過ぎず、限定と解釈されるべきでない
ことを理解すべきである。
【００５８】
　一実施形態によれば、照明デバイスは、ある照光パターンで領域を照光するように構成
され、制御装置は、検出区域内の物体の位置に基づいて、照明デバイスによって提供され
る照光パターンを制御するように構成される。制御装置は、検出区域内での物体の位置に
基づいて、照光される領域内での最大照光レベルの位置と、最大照光レベルの大きさとを
制御するように構成され得る。制御装置は、特に、第１の座標に基づいて、照光される領
域内の最大照光レベルの位置を制御し、第２の座標に基づいて、最大照光レベルの大きさ
を制御するように構成され得る。それにより、適応可能な可変の照光パターンが、照光さ
れる領域内、例えばディスプレイ又はカウンタに分散された物品を照光するように提供さ
れ得る。特に、物品の照光は、照光パターン内でのそれらの位置に応じて、及び物体、例
えば見る者の位置に応じて異なることがある。
【００５９】
　一実施形態によれば、照明デバイスは、第１の方向に沿って延びる細長い領域を照光す
るように構成される。検出器は、検出区域内の物体の位置を表す第１の座標及び第２の座
標を決定するように構成され、ここで、第１の座標は、第１の方向に沿った物体の座標を
表し、第２の座標は、第１の方向に垂直な第２の方向での物体の座標を表す。この実施形
態によれば、制御装置は、第１及び第２の座標に基づいて、細長い領域内で照明デバイス
によって提供される照光パターンを制御するように構成され、ここで、決定された物体の
位置に関して、照明パターンの照光レベルが第１の方向に沿って変えられ、照光パターン
の最大照光レベルは第２の座標に基づく。それにより、適応可能な可変の照光パターンが
、細長い領域、例えば細長いディスプレイ又はカウンタ内の物品を照光するように提供さ
れ得る。第２の座標は、物体と細長い領域との間の距離を表すことができ、この距離は、
第１の方向に対する（水平方向に延びる）垂線に投影される。制御装置は、第１の座標に
基づいて、第１の方向に沿った照光パターンの最大照光レベルの位置を決定するように構
成され得る。特に、第１の方向に沿った最大照光レベルの位置は、第１の座標に対応し得
る又は一致し得る。細長い領域は、第１の方向に沿って分散された、照光されるべき複数
の物品を含み得る。
【００６０】
　次に、理解を容易にするために、図４を参照して照明システムの詳細な実施形態を述べ
る。照明システム（図４には図示せず）は、ディスプレイ４００での細長い領域を照光す
るように構成された照明デバイスを含む。ディスプレイ４００は、一例では、生鮮食品又
はパン等の食料品用のディスプレイであり得る。一例では、ディスプレイ４００は、食料
品店又はデリカテッセンでの肉カウンタ等、肉用のディスプレイであり得る。しかし、デ
ィスプレイ４００は、より一般には、本明細書で前述した任意のタイプの１つ又は複数の
光に敏感な物品用のディスプレイであり得る。ディスプレイ４００及び細長い領域は、第
１の方向と呼ばれる方向に延びている。照明デバイスは、例えば、細長いアレイとして配
置され、細長い領域を同時に照光する光を放出するように構成されたＬＥＤ等、複数の光
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放出器を含み得る。光放出器の数及び密度は、用途に従って変えられ得る。密度の増加は
、より正確に制御可能な照光パターンを提供し得る。照明デバイスは、ディスプレイ４０
０内に、例えばディスプレイ４００の天井の下に配置され得る。各光放出器は、個別に制
御可能な照光レベル又は強度を呈し得、即ち個々に減光可能であり得る。更に、照明シス
テムは、照明デバイス及びその光放出器を制御するように構成された制御装置を備える。
制御装置は、図１での制御装置１０４と同様に具現化され得る（即ち、特定用途向け集積
回路、プログラマブルゲートアレイ、プログラマブルデバイス、例えばマイクロプロセッ
サ等を含み得る）。制御装置は、各光放出器の照光レベルを制御し、それにより、光源に
よって提供される照光パターンを制御するように構成される。
【００６１】
　システムは、更に、検出区域４０２を画定し、検出区域４０２内の物体の位置を表す位
置データを決定するように構成された検出器を備える。検出区域４０２は、ディスプレイ
４００の前に延び、有利には、ディスプレイ４００内の物品を見る目的で人々が入る領域
を包含するように構成され得る。検出器は、検出器１０６と同様に、画像捕捉ユニットと
して具現化され得、この画像捕捉ユニットは、検出区域の画像を捕捉し、検出区域４０２
内に存在する又は検出区域４０２内を動き回る物体、例えば顧客（図４に要素４０６によ
って概略的に示される）の位置を決定することが可能である。検出器は、物体に関する位
置データを決定し得る。この位置データは、座標系ｗ－ｄに対して検出区域４０２内の物
体４０６の位置を表す座標の対（ｗｃ，ｄｃ）を含み、ここで、ｗ軸は、上述した第１の
方向に平行であり、ｄ軸は、ｗ軸に垂直である。座標系の原点は、例えば、物品、照明デ
バイス、又は幾つかの他の任意に選択される固定位置に位置決めされ得る。何れにせよ、
座標（ｗｃ，ｄｃ）は、ディスプレイ４００に対する物体４０６の位置を表現し得る。検
出器は、有線又は無線接続を使用して制御装置に位置データ（ｗｃ，ｄｃ）を提供し得る
。位置データの受信に応答して、制御装置は、照明デバイスの光放出器の照光レベルを制
御するための複数の照光レベルパラメータを決定し得る。
【００６２】
　図５に示されるように、物体４０６の所与の位置（ｗｃ，ｄｃ）に関する照光パターン
の最大照光レベルＩｍａｘが、座標ｄｃに基づいて決定され得る。特に、最大照光レベル
Ｉｍａｘは、ｄｃの関数として徐々に変えられ得る。特に、最大照光レベルＩｍａｘは、
増加するｄｃの関数として連続的に減少され得る。即ち、図５は、座標ｄｃの関数として
照光パターンの最大照光レベルＩｍａｘを示す。最大照光レベルＩｍａｘは、例えば、細
長い領域内の所与の位置で光源が提供し得る最大照光レベルに対応し得る。即ち、最大照
光レベルＩｍａｘは、ｗ軸に沿った座標で光源が提供し得る最大照光レベルに対応し得る
。
【００６３】
　図６に示されるように、物体４０６の所与の位置（ｗｃ，ｄｃ）に関して、照光パター
ンによって提供される照光レベルは、第１の方向に沿って変えられ得る。照光レベルは、
第１の方向に沿って、座標ｗｃに対応する照光パターン内の位置に向けて徐々に増加し、
その後、徐々に減少し得る。座標ｗｃに対応する位置で、照光パターンは、（例えば図５
での例に従って決定された）最大照光レベルＩｍａｘに達し得る。即ち、最大照光レベル
Ｉｍａｘは、ｗ軸に沿った座標ｗｃで提供され得る。任意選択的に、照光パターンは、座
標ｗｃを中心とした範囲ｗｆ内で、一定の照光レベルの領域を提供し得る。
【００６４】
　図５及び図６における例において、照光レベルは、所与の位置で光源が提供し得る最大
照光レベル（即ち１００％の照光レベルに対応する）と所定の最小照光レベル（例えば最
大照光レベルの５０％）との間で変えられ得る。図５及び図６に示される区分的な線形移
行の他に、任意の単調減少／増加関数に従って移行が決定され得る。関数は、連続的に減
少／増加していないことさえあり得、漸進的及び段階的な変化も企図される。
【００６５】
　任意選択的に、検出器は、更に第２の検出区域４０４を画定し得る。物体４０６の位置
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が第２の検出区域４０４内にある場合、制御装置は、第１の方向に沿ってディスプレイ４
００内で一定の照光レベルを提供する照光パターンを提供するように光源を制御するよう
に構成され得る。制御装置は、更に、それぞれの最大強度で光を放出するように光源の複
数の光放出器を制御し得る。更なる選択肢によれば、複数の物体４０６が検出区域４０２
内に存在する場合、照光レベルは、照光パターン内で第１の方向に沿って一定であり得る
。照光レベルＩｍａｘは、例えば、ディスプレイ２００に最も近い物体の座標ｄｃに基づ
いて決定され得る。
【００６６】
　更に、開示される実施形態に対する変形形態は、図面、本開示、及び添付の特許請求の
範囲の検討から当業者によって理解され、特許請求される本発明を実践する際に実施され
得る。特許請求の範囲において、用語「備える」は、他の要素又はステップを除外せず、
「１つの（a）」又は「１つの（an）」は、複数を除外しない。特定の手段が相互に異な
る従属請求項に記載されていることだけでは、これらの手段の組合せが有利に使用され得
ないことを示さない。本発明は、特許請求の範囲に記載されている特徴の全ての可能な組
合せに関することに留意されたい。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図６】
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